
成
長
と
分
配
の
好
循
環
と
は

経
済
が
順
調
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
需
要

と
供
給
が
共
に
増
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
需
要
の

増
大
と
は
、
消
費
、
投
資
、
さ
ら
に
は
外
国
か
ら
の

需
要
が
拡
大
す
る
こ
と
だ
。
一
方
、
供
給
を
拡
大
す

る
に
は
、
労
働
力
の
拡
充
、
資
本
の
投
入
増
、
そ
し

て
生
産
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
同
時
に
達
成
し
て
い
く
の
が
、「
成
長

と
分
配
の
好
循
環
」
で
あ
る
。
経
済
成
長
は
企
業
収

益
を
増
大
さ
せ
、
経
済
の
見
通
し
を
良
く
す
る
。
こ

れ
は
企
業
の
投
資
意
欲
を
高
め
る
と
同
時
に
、
労
働

者
に
対
す
る
分
配
、
つ
ま
り
賃
金
の
増
加
を
も
た
ら

す
。
賃
金
上
昇
は
消
費
拡
大
に
つ
な
が
り
、
結
果
と

し
て
市
場
の
需
要
増
加
に
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
に
、

経
済
成
長
が
分
配
を
通
じ
て
さ
ら
な
る
需
要
を
創
出

す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
相
互

作
用
が
健
全
な
経
済
発
展
を
支
え
、
持
続
可
能
な
成

長
へ
と
導
く
の
で
あ
る
。

低
迷
を
続
け
る
日
本
経
済

「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、

日
本
経
済
が
長
期
に
わ
た
り
低
迷
し
続
け
て
き
た
か

ら
だ
。
日
本
は
、
低
成
長
、
低
物
価
、
低
賃
金
、
そ

し
て
高
債
務
と
い
う
３
低
₁
高
の
「
日
本
病
」
に
悩

ま
さ
れ
続
け
て
き
た
。

₁
₉
₉
０
年
代
に
は
世
界
の
上
位
₅
位
内
に
位
置

し
て
い
た
日
本
の
₁
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
２

０
０
０
年
代
に
入
り
順
位
が
下
降
し
続
け
、
今
で
は

30
位
へ
と
大
き
く
後
退
し
て
い
る
。
足
元
で
は
イ
ン

フ
レ
が
高
進
し
て
い
る
も
の
の
、
長
年
デ
フ
レ
に
苦

し
み
、
そ
の
結
果
、
世
界
で
は
「
安
い
」
国
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
賃
金
に
お
い
て
も
、
過
去
25
年
間
の

停
滞
が
目
立
つ
。
他
の
先
進
国
が
２
～
₅
割
の
賃
金

上
昇
を
遂
げ
る
中
、
日
本
の
賃
金
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

い
う
状
況
だ
。
国
の
財
政
に
目
を
向
け
れ
ば
、
日
本

政
府
の
債
務
残
高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
２
₆
０
％
に
も
達

し
、
先
進
国
で
は
突
出
し
て
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
こ
の
30
年
間
で
、
所
得
階
層
を

問
わ
ず
全
て
の
層
で
所
得
が
２
桁
減
少
す
る
と
い
う

「
共
同
貧
困
」
の
状
況
も
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
日
本
が
今
取
り
組
む
べ
き

こ
と
は
明
ら
か
だ
。
30
年
に
及
ぶ
経
済
の
衰
退
を
止

め
、
経
済
を
再
び
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
だ
。
岸

田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
が
２
０
２
３
年
10
月
の
所
信

表
明
演
説
で
言
及
し
た
「
低
物
価
・
低
賃
金
・
低
成

長
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
経
済
か
ら
の
脱
却
」
と
い
う

認
識
は
、
ま
さ
に
日
本
が
直
面
し
て
い
る
現
状
を
的

確
に
捉
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

重
要
な
の
は
、「
日
本
病
」
は
短
期
的
な
も
の
で

は
な
く
長
期
的
か
つ
構
造
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
従
っ
て
、
そ
の
治
療
法
と
し
て
は
構
造
改

革
が
不
可
欠
で
あ
る
。

鍵
を
握
る
の
は
労
働
市
場

「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
の
実
現
に
は
、
ま
ず

は
活
力
が
あ
り
た
く
ま
し
い
経
済
を
構
築
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
成
長
戦
略
が
重
要
と
な
る
。

政
府
は
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）や
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）な
ど
を
通
じ
て
国
内
投
資
を
増
加
さ
せ
、
経

済
成
長
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
も
の
で
あ
り
、

す
で
に
国
内
企
業
も
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
で
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
り
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
健
康
増
進
分
野
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
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け
る
観
光
の
活
性
化
な
ど
は
、
新
し
い
活
力
を
も
た

ら
し
、
経
済
を
成
長
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

持
続
的
に
賃
金
を
上
げ
、
分
厚
い
中
間
層
を
形
成

す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
特
に
、
若
年
層
の
所
得
増

加
が
重
要
だ
。
そ
れ
ら
は
、
結
婚
や
出
産
、
育
児
を

支
え
、
少
子
化
問
題
の
解
決
に
も
寄
与
し
得
る
。

日
本
で
賃
金
が
長
期
に
わ
た
っ
て
停
滞
し
て
い
る

大
き
な
理
由
は
、
生
産
性
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と

と
非
正
社
員
の
増
加
で
あ
る
。
賃
金
の
決
定
要
因
に

は
、
労
働
市
場
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
イ
ン
フ
レ
と
い

っ
た
循
環
的
な
要
因
と
、
生
産
性
や
非
正
社
員
の
割

合
な
ど
労
働
市
場
の
構
造
な
ど
の
構
造
的
な
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
循
環
的
な
要

因
よ
り
も
構
造
的
な
要
因
の
方
が
賃
金
水
準
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
生
産
性
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
こ
と
と
、
相
対
的
に
賃
金
が
低
い
非
正

社
員
が
経
済
全
体
で
大
き
く
増
加
し
た
こ
と
が
、
平

均
賃
金
の
長
期
低
迷
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
構
造
的
な
問
題
を
解
消
し
得
る
の
が
、

労
働
市
場
の
流
動
化
で
あ
る
。
流
動
性
の
高
い
労
働
市

場
で
は
適
材
適
所
が
実
現
さ
れ
や
す
い
。
労
働
者
は
自

分
の
ス
キ
ル
に
あ
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
や
す
く
、
企
業

も
最
も
適
し
た
人
材
を
採
用
し
や
す
い
環
境
が
整
う
。

ま
た
、
流
動
的
な
労
働
市
場
で
は
労
働
の
再
分
配

が
達
成
さ
れ
や
す
い
。
経
済
に
は
成
長
す
る
企
業
や

セ
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
一
方
、
衰
退
す
る
企
業
や
セ

ク
タ
ー
も
必
ず
存
在
す
る
。
経
済
全
体
が
成
長
す
る

た
め
に
は
、
衰
退
分
野
か
ら
成
長
分
野
に
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
と
い
っ
た
経
済
資
源
が
円
滑
に
移
動
す
る

必
要
が
あ
る
。
労
働
市
場
が
流
動
的
で
あ
れ
ば
、
労

働
力
の
再
配
分
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
結
果
と
し
て
経

済
の
生
産
性
が
向
上
す
る（
図
表
）。
そ
し
て
、
生
産

性
の
向
上
は
賃
金
上
昇
に
つ
な
が
る
。

日
本
の
雇
用
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い

さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本
の
雇
用
は
変
わ
ら
ざ
る
を

得
な
い
し
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
経
済
学
で
は
、

「
雇
用
は
生
産
の
派
生
需
要
」
だ
と
考
え
る
。
こ
れ

は
、
経
済
や
社
会
構
造
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
い

働
き
方
、
雇
用
の
仕
方
、
さ
ら
に
は
労
働
市
場
が
変

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
経
済
は
、
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
、
技
術

の
進
歩
、
脱
炭
素
化
と
い
う
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
の
変
化

に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
き
な
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
と
企
業
双
方
に
と
っ
て
柔

軟
な
働
き
方
が
で
き
る
、
労
働
移
動
が
活
発
な
労
働

市
場
が
望
ま
し
い
。
さ
ら
に
、
流
動
的
な
労
働
市
場

は
財
政
政
策
の
効
果
を
高
め
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
な
ど
成
長
促
進
の
た
め
の
財
政
政

策
を
行
う
日
本
に
は
重
要
だ
。

流
動
的
な
労
働
市
場
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
解

雇
の
金
銭
解
決
や
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
徹
底
が
必

要
だ
。
ま
た
、
労
働
に
関
す
る
政
策
・
制
度
や
税
制

を
転
職
に
中
立
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
リ
ス
キ

リ
ン
グ
も
欠
か
せ
な
い
。
流
動
的
な
労
働
市
場
で
は
、

人
的
投
資
の
軸
は
企
業
か
ら
労
働
者
へ
シ
フ
ト
す
る
。

労
働
者
が
自
ら
の
意
思
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
え
る

よ
う
な
支
援
が
必
要
だ
。
例
え
ば
、
自
ら
の
意
思
で

教
育
訓
練
投
資
を
行
う
個
人
の
投
資
経
費
を
課
税
対

象
所
得
か
ら
控
除
す
る
「
自
己
啓
発
優
遇
税
制
」
の

導
入
は
、
検
討
に
値
す
る
。

成
長
に
配
慮
し
た
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
も

欠
か
せ
な
い
。
財
政
へ
の
不
安
は
経
済
活
動
を
萎
縮

さ
せ
、
経
済
成
長
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
財
政
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
市
場
の
信
頼
を

確
立
す
る
こ
と
が
、
将
来
不
安
の
軽
減
や
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。
信
頼
性
の
あ
る
中
長
期
か
つ
骨

太
の
健
全
化
目
標
が
求
め
ら
れ
る
。

２
０
２
３
年
の
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
で
は
、
約

30
年
ぶ
り
の
高
水
準
の
賃
上
げ
が
実
現
し
た
。
物
価

も
日
本
銀
行
が
掲
げ
る
２
％
の
物
価
目
標
を
上
回
る

高
水
準
が
続
い
て
お
り
、
賃
金
と
物
価
が
動
き
始
め

て
い
る
。
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、「
明
日
は
今
日
よ
り

も
素
晴
ら
し
い
」
と
思
え
る
経
済
社
会
を
構
築
す
る

た
め
、
官
民
が
一
体
と
な
り
、
成
長
と
分
配
の
好
循

環
の
実
現
に
向
け
て
力
強
く
進
む
べ
き
だ
。
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図表 労働市場の流動性が低い（勤続年数が長い）と生産性も低い

OECD等のデータをもとに筆者作成
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